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本研究は脂肪細胞から分泌され る アディボネクチ ンに つ い て そ の ヒ ト血清中

で の 多量体 の 分離精製方法を見出 し ､ そ の 精製画分
_
を用 い て 多量体 ごと の 活性

の 違い に つ い て の 検討 を試みたもの で あり ､ 下記の 結果 を得て い る ｡

1 . ヒ ト血 清中の アディ ポネクチ ンは何種類か の多量体構造をとる こ とが知

られて い たがそ の 詳細は未知の ま まで あ っ た ｡ 抗ア ディ ボネク チ ン抗体

カラム を用 い て ア ディ ボネタ チ ン を分離し ､ 4 種類の 多量体 の存在を確認

した ｡ こ れ を抗アルブミ ン抗体カ ラム ヘ の 結合の有無､ ゼ ラチ ン結合力

ラム ヘ の塩濃度勾配 の違い に よる結合度 の程度 , ゲル波過カ ラ ム に よる

分子量 の違 い を用 い た分離に より 4 種類をそれぞれ に分離精製で きる事

を示 した ｡

2 . こ の うち アル ブミ ン結合力 ラム ヘ の 結合画分に存在 した画分はさら に還

元 を行う こと に より アディ ポネクチ ンと不 明なタ ンパ ク質 に分離され ､ N

末端 ア ミ ノ酸解析に より こ の 不 明なタ ン パ ク質がア ルブミ ン で あ る事を

見出し､ さ らに これが アディポネタチ ン 3 量体 とジス ル フ ィ ド結合して

い る こ とを示 した ｡

3 . B S 3 に よる架橋を用 い て分子量を求め ､ 分離された 4 種類が ､ 高分子多

量体(H M W ) ､ 6 量 体( M M W ) ､ 3 量体(L 氾 W ) ､ ア ル ブミ ン結合 3 量体

(A lb ･ L M W ) で あ る事 を示 した ｡

4 ･ C 2 C 1 2 細胞 の 細胞膜 へ の bi n di n g
･

a ffi nity を計測 して ､ H M W の 結合度

が他 の多量体 に比 べ て 高い 事 を示 した ｡ また ､ ア ディ ボネクテ ン により



刺激 した とき に H M W の A M P K 活 性化能が最 も高い 事 を示 し ､ 臨床上 も

測定がイ ンス リ ン抵抗性の 評価などに有用 となりう る事 を示唆した ｡

以上 ､ 本論文は ヒ ト血清中 の アディ ポネクチ ン を分離精製す る方法を初めて

見出 し ､
またそ の 生理活性が異な る こ とを示 して ､ 多量体ごと の 測定の臨床的

意義を示 した論文 で あり ､ 学位の 授与に値する もの と考えられ る ｡




